
（単位：円）

目的 内容

1
庁舎トイレ等手洗場自動水
栓化事業

総務課

庁舎トイレ等手洗場におけ
る感染予防の観点から、自
動水栓化により衛生環境を
改善

庁舎トイレ等手洗場を自動
水栓化

505,120 500,000
・整備か所数
　　庁舎内　８か所

・手洗場を自動水栓化することで、新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策を図り、来庁者及び職員の感染リスク低減につながった。

・庁舎内でのクラスター発生件数
　　０件

2
永年保存文書データベース
化事業

総務課

新しい生活様式への対応に
向け、行政のデジタル化を
進めるため、文書のデータ
ベース化を実施

平成22年度から平成31年度
までの10年分の永年保存文
書を対象にデータ化

20,570,000 20,500,000
・データ化文書
　　240,000枚

・永年保存文書のデータ化により、行政のデジタル化を進めることができ
た。

3
災害時感染症対策資機材整
備事業

防災危機管理課

災害時の避難所における感
染症対策の強化のために必
要となる物資・資材を配備
し、避難生活の環境を改善

市内小中学校、図書館、公
民館等避難所21施設に感染
症対策で必要となる資機材
を配備（発電機、蓄電池、
手動式油圧フォークリフ
ト、屋外用テント、スポッ
トクーラー、LEDバルーン照
明、呼出用ベル、災害用充
電器等）

36,174,820 35,800,000

・購入した主な感染対策資機材
　　発電機　42台
　　蓄電池　21台
　　手動油圧式フォークリフト　５台
　　受付用屋外テント　42張
　　スポットクーラー　60台
　　LEDバルーン投光器　21基
　　専用スペース呼び出しベル　21台
　　災害用充電器　21台
　　自動温度測定器　６台

・主な配備先
　　防災倉庫、備蓄倉庫、青少年会館

・避難所における感染症対策資機材の配備を強化することができた。ま
た、感染症対策資機材を使用した防災訓練等を実施することで、感染予防
に配慮した避難所の開設運営が可能になった。

・感染症対策資機材を使用した訓練等の実績（令和４年度）
　　市内コミュニティ訓練等　７回実施
　　総合防災訓練　１回実施
　　出前講座　１回実施

4 避難所公衆無線LAN整備事業 防災危機管理課

災害時の指定避難所に無線
LANを設置することにより、
平時における情報発信等の
ほか、災害発生時には災害
及び感染症に関する情報収
集等に活用できるネット
ワークの構築を図る。

避難所に無線LANを設置 1,129,150 1,100,000
・整備か所数
　　指定避難所３か所（東部まちづくりセンター、
　　岡田まちづくりセンター、旭まちづくりセンター）

・無線LAN未設置の避難所に無線LANを設置し、災害情報の収集や情報伝達
を行うことができるようにすることで、実際に避難した人たち同士が接触
する機会を減らし、新型コロナウイルス感染症対策をしながら避難所生活
ができる環境を整備できた。

・無線LANを整備した指定避難所の割合
　　100％

5 庁舎会議室無線LAN整備事業 企画情報課

新しい生活様式への対応に
向け、ペーパーレス会議や
インターネットを利用した
Web会議を円滑に実施するた
め、庁舎会議室に無線LANを
設置し、DXの推進を図る。

庁内会議室に無線LANを設置 12,558,700 12,500,000

・整備か所数
　　会議室　９か所

・利用期間
　　令和３年12月から

・Web会議等を実施できる会議室を整備することで、行政のデジタル化を進
めることができた。また、コロナ禍においてもコロナ前と変わらず業務継
続をすることができた。

・無線LANを整備した会議室の割合
　　100％

6
バスロケーションシステム
導入事業

市民協働課

新型コロナウイルス感染症
対策のため、バスの混雑状
況をリアルタイムで公開す
ることで、利用者自らが感
染予防対策を講じることが
できる環境を整備

AIカメラにより乗降客をカ
ウントし、車内の混雑状況
をリアルタイムで公開する
ことができるバスロケー
ションシステムの導入

2,659,800 2,600,000

・導入台数
　　３台

・利用期間
　　令和４年３月から

・バス車内の混雑状況をリアルタイムで確認し、混雑時はバスの乗車を避
けるなど、利用者自らが感染予防を講じることができる環境を整備するこ
とができた。

・バス予報利用実績（期間：令和４年３月から令和５年３月まで）
　　利用者数　　3,211人
　　アクセス数　6,431件

効果

令和３年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の活用状況及び効果について

〇地方単独事業分

No 事業名称 所管課
事　業　概　要

事業費
交付金
充当額

実績
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目的 内容
効果No 事業名称 所管課

事　業　概　要
事業費

交付金
充当額

実績

7
市民活動センターウィズコ
ロナ環境整備事業

市民協働課

新型コロナウイルス感染症
対策として、オンラインを
利用した市民活動を推進す
るため、市民活動センター
のオンライン環境の向上と
必要な機器の整備

・市民活動センター無線LAN
の設置
・市民、利用団体向け貸出
用オンライン機器等の購入

671,880 600,000

・市民活動センター公衆無線LAN整備

・市民活動センター貸出機器等の購入
　　会議用ワイドレンズカメラ　１個
　　マルチメディアスピーカー　１個
　　マルチスタンド　１個
　　HDMI⇒USB変換アダプター　１個
　　スピーカーフォン　１個
　　ビデオカメラ　１台
　　プロジェクター　１台

・市民活動団体が、感染症対策をしながら活動できる環境を整備すること
ができた。

・市民活動センターの会議室等でオンラインを活用した講演会や勉強会等
の活動が可能となり、感染症対策を図りつつ施設利用の幅を広げることが
できた。

8
公共施設感染症拡大防止事
業

健康推進課

新型コロナウイルス感染症
予防に係る必要物品等を一
括購入し、市内の公共施設
に配布するとともに、使用
方法や正しい感染予防の情
報提供を行うことで、市施
設内での感染症対策を実施

手指消毒液、施設用消毒
液、ペーパータオル等の購
入

3,839,378 3,000,000

・購入した主な消毒用品
　　手指消毒用アルコール（１L）180個
　　施設消毒用アルコール製剤（18L）140個
　　ニューズペーパータオル　1,680袋

・主な配布先
　　市役所、市民体育館、まちづくりセンターなど

・手指消毒液、施設用消毒液、必要物品等を一括購入し、市内の公共施設
に配布するとともに、使用方法や正しい感染予防の情報提供を行うこと
で、市施設内で効果的な感染症対策を行うことができた。

・公共施設でのクラスター発生件数
　　０件

9
保育園等手洗場自動水栓化
事業

幼児保育課

保育園、やまもも園手洗場
における感染予防の観点か
ら、自動水栓化により衛生
環境を改善

市内保育園手洗場を自動水
栓化

16,218,202 16,100,000

・整備か所数
　　保育園　310か所
　　やまもも園　27か所

・整備保育園等数
　　12園

・手洗場を自動水栓化することで、新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策を図り、保育園、やまもも園の園児及び保育士の感染リスク低減につな
がった。

・手洗場の自動水洗化をした保育園等の割合
　　100％

10
感染症対策設備導入支援事
業補助金

商工振興課
新型コロナウイルス感染症
対策に必要な設備導入を行
う市内中小企業者を支援

換気扇や換気機能付の空調
設備、非接触型のトイレ及
び自動水栓、空気の清浄
化・除菌・殺菌効果のある
機器、テレワーク用通信機
器、非接触型決済端末、二
酸化炭素測定器の導入に要
した費用の3/4を補助

34,086,000 30,430,000

・補助件数
　　142件

・設備別件数内訳
　　換気扇　３件
  　換気機能付き空調設備　34件
  　非接触型トイレ　34件
　　自動水栓　10件
　　空気清浄・除菌・殺菌機能　61件

・業種別内訳
　　宿泊業・飲食サービス業　64件
  　建設業　20件
　　サービス業　12件
　　卸売・小売業　11件
　　製造業　９件
　　生活関連サービス業・娯楽業　９件
  　その他業種　17件

・新型コロナウイルスの感染拡大防止に努め、新しい生活様式の実践に取
り組む中小企業者の事業推進を図ることができた。

・補助事業者のうち「補助金制度をきっかけに感染症対策設備を導入し
た」と回答した事業者の割合は88％であり、市内における感染症対策環境
整備につなげることができた。
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目的 内容
効果No 事業名称 所管課

事　業　概　要
事業費

交付金
充当額

実績

11 観光誘客消費活動喚起事業 商工振興課

3密に配慮した誘客及び消費
活動を喚起し、飲食店を始
めとした観光関連施設を支
援

スマートフォンを使用し、
市内の観光施設等を周遊す
る電子スタンプラリーの実
施。「遊び・体験・アク
ティビティ予約サイト」な
どへの登録支援

4,999,500 4,900,000

・電子スタンプラリー参加店舗数
　　97店舗

・スタンプラリー参加者数
　　1,967名

・「遊び・体験・アクティビティ予約サイト」登録数
　　12件（3件→計15件）

・参加店舗アンケートでは、スタンプラリーをきっかけに「お客様が来
た」「多少は来た」と回答した事業者が58％で、参加店舗の新規顧客獲得
に効果があった。

・参加者アンケートにおいて、「知らない店舗を知るきっかけになった」
という評価があり、コロナ禍における消費拡大と喚起に効果があった。

12
知多市観光協会ホームペー
ジ改修補助金

商工振興課

新型コロナウイルス感染症
の影響を受けている観光関
連産業を活性化するため、
情報発信ツールの根幹であ
るHPの改修を支援

市観光協会のHP改修に係る
費用の補助

3,000,000 2,700,000
・公開日
　　令和４年２月10日

・リアルタイムで情報発信ができたことで、新型コロナウイルス感染症の
影響で落ち込んでいる観光事業者を支援することができた。

・ホームページの年間閲覧数が、令和２年度のセッション数115,797件
（ページビュー235,291件）から、セッション数186,297件（ページビュー
393,079件）に増加した。

13
道路台帳システム再構築事
業

土木課

道路台帳システム再構築に
より、Webでの閲覧を可能に
することで、新型コロナ
ウィルス感染リスクを低減

市道の確認をWebや職員の個
人端末で閲覧できるよう道
路台帳システムを再構築

3,740,000 3,700,000
・公開日
　　令和４年５月２日（令和３年度中に整備完了）

・インターネットで道路台帳確認、地図印刷をする人が増え、窓口に来る
人が減少し、人との接触機会が減少したことで新型コロナウイルス感染リ
スク低減につながった。

・アクセス数
　　知多市情報マップ　9,347件
　　道路台帳システム　3,092件（令和４年５月から令和５年３月）

・印刷数
　　インターネット地図印刷　448件
　　令和３年度窓口地図印刷　621件
　　令和４年度窓口地図印刷　349件

14
都市計画支援システムデー
タ作成事業

都市計画課

都市計画システム再構築に
より、Webでの閲覧を可能に
することで、新型コロナ
ウィルス感染リスクを低減

用途地域等の確認をWebで閲
覧できるよう都市計画シス
テムの再構築

18,700,000 800,000
・公開日
　　令和４年５月２日（令和３年度中に整備完了）

・インターネットで用途地域の確認、地図印刷をする人が増え、窓口に来
る人が減少し、人との接触機会が減少したことで新型コロナウイルス感染
リスク低減につながった。

・アクセス数
　　知多市情報マップ　9,347件
　　都市計画システム　7,419件（令和４年５月から令和５年３月）

・印刷数
　　インターネット地図印刷　1,516枚
　　令和３年窓口地図印刷　603枚
　　令和４年窓口地図印刷　330枚

15
公園等施設手洗場自動水栓
化事業

緑と花の推進課
公園等手洗場における感染
予防の観点から、自動水栓
化により衛生環境を改善

市内公園手洗場を自動水栓
化

1,988,800 1,800,000

・整備か所数
　　知多運動公園　８か所
　　旭公園　15か所
　　七曲公園　４か所
　　佐布里緑と花のふれあい公園　４か所

・手洗場を自動水栓化することで、新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策を図り、公園利用者の感染リスク低減につながった。

・自動水栓整備率
　　約65％
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目的 内容
効果No 事業名称 所管課

事　業　概　要
事業費

交付金
充当額

実績

16
常備消防感染防止対策用品
整備事業

消防本部庶務課
救急業務における飛沫感染
の防護徹底を図るための用
品を整備

救急搬送等での感染防止対
策用品の購入

9,207,583 9,200,000

・購入した主な感染防止対策用品
　　使い捨て防塵マスク（200枚/箱）　10箱
　　消毒用エタノール10Ｌ　４本
　　中濃度酸素マスク（10個/箱）　10箱
　　非再呼吸マスク（10個/箱）10箱
　　ドライクールベスト　72着
　　ポップアップアイソレーター　８式
　　殺菌ロッカー　７台
　　感染防止ジャケット　1,800着
　　感染防止ズボン　1,800着
　　救急用ゴム手袋　25ケース（1,000枚/ケース）

・消防隊員が十分な感染防止対策を行い救急活動をすることができた。

・救急業務に起因すると考えられる新型コロナウイルス感染件数
　　０件

17
学習用ソフトウェア整備事
業

学校教育課

GIGAスクール構想を実現す
るとともに、協働的な学び
を進めるために学習用ソフ
トウェアを整備

ソフトウェアライセンスと
タブレット端末持ち帰り用
電源ケーブルの購入

37,559,500 37,400,000
・学習支援ソフト及び授業支援ソフトの購入
　　学習支援ソフト　15ライセンス　 （小中学校15校分）
　　授業支援ソフト　7,100ライセンス（児童生徒7,100人分）

・クラウド型のソフトウェアを導入し、タブレット端末の持ち帰りを行う
ことで、日々の学習及び緊急時の学習に活用することができた。

・学級閉鎖等が相次ぐ中でも、タブレット端末を活用してオンラインでの
朝の会や帰りの会を実施し、授業支援ソフトや学習支援ソフト等を活用し
ながら緊急時にも学びを止めない環境を整備することができた。

18
特別教室等電子黒板整備事
業

学校教育課
GIGAスクール構想を推進す
るため、ICT機器を活用した
学習機会を確保

電子黒板購入及び保守 24,354,000 24,300,000
・電子黒板購入数
　　小学校　28台
　　中学校　13台　計41台

・特別教室への電子黒板整備により、デジタル教科書の投影や児童生徒の
タブレット端末の画面共有等が特別教室においても可能となり、より一層
ICT教育を推進することができた。

・電子黒板を活用して教員の手元を拡大して投影したり、実験結果等を画
像等で共有することができるため、児童、生徒が集まる機会を減らし、新
型コロナウイルス感染症拡大防止対策に努めることができた。

19
小中学校手洗場自動水栓化
事業

学校教育課
小中学校手洗場における感
染予防の観点から、自動水
栓化により衛生環境を改善

市内小中学校手洗場を自動
水栓化

17,996,000 17,800,000

・整備か所数
　　小学校　250か所
　　中学校　125か所

・整備小中学校数
　　10校

・手洗場を自動水栓化することで、新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策を図り、小中学校の児童、生徒及び教員の感染リスク低減につながっ
た。

・手洗場の自動水洗化をした小中学校の割合
　　100％

20 子育て世帯応援商品券事業 商工振興課

コロナ禍で影響を受けてい
る市内事業者の支援と、子
育て世帯の経済的な負担を
軽減するため、市内店舗で
利用できる商品券を中学生
以下の市民に配付

R3.9.30時点で中学生以下の
子供がいる世帯に3,000円分
の商品券を配付

37,240,728 18,845,000

・配布総数
　　11,433人・冊

・配布額額
　　34,299,000円（3,000円×11,433人）

・換金額
　　32,142,500円

・換金率
　　93.71％

・取扱店舗数
　　165店舗

・「商品券を普段の買い物等に利用した」と回答した方は61％、「商品券
が家計の経済的な支援に繋がった」と回答した方の割合は56％となり、コ
ロナの影響を受けた子育て世帯の家計を支援することができた。

・事業実施前と比較して「売上が増加した」と回答した店舗は35％、「来
客者数が増加した」と回答した店舗は29％で、32,000千円以上の換金額と
なったことから、一定の消費喚起効果をもたらすことができた。

21
幼稚園手洗場自動水栓化事
業

幼児保育課
幼稚園手洗場における感染
予防の観点から、自動水栓
化により衛生環境を改善

市内幼稚園手洗場を自動水
栓化

3,031,798 3,000,000

・整備か所数
　　幼稚園　63か所

・整備幼稚園数
　　２園

・手洗場を自動水栓化することで、新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策を図り、幼稚園の園児及び保育士の感染リスク低減につながった。

・手洗い場の自動水洗化をした幼稚園の割合
　　100％
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目的 内容
効果No 事業名称 所管課

事　業　概　要
事業費

交付金
充当額

実績

22 デジタル教科書整備事業 学校教育課

GIGAスクール構想を実現す
るため、中学校におけるデ
ジタル教科書を使った授業
やオンライン授業などの新
たな生活様式に対応できる
環境を整備

指導者用デジタル教科書を
市内中学校に整備

7,539,599 4,000,000

・指導用デジタル教科書購入科目
　　国語、社会（地理・歴史・公民）、地図、数学

・整備先
　　市内５中学校

・GIGAスクール構想の実現のため、指導用デジタル教科書を整備し、電子
黒板に投影し授業を行うことで、オンライン授業等の環境を整えることが
できたとともに、教職員と生徒との不要な接触を避け、感染症対策を図る
ことができた。

23
プログラミング教材整備事
業

学校教育課
GIGAスクール構想を実現す
るため、中学校のプログラ
ミング教材を整備

プログラミングにかかる補
助教材を市内中学校に整備

2,532,860 2,500,000

・プログラミング教材購入物品
　　教材「α-Xploere」及び付属品　各115個
　　電池・充電器セット　　　　　　175セット
　　アクリル板　　　　　　　　　　150枚

・整備先
　　市内５中学校

・GIGAスクール構想の実現のため、技術分野の「計測・制御のプログラミ
ングによる問題解決」単元において、メインの教材として使用した。自分
の組んだプログラムで物体を実際に動かせるこの教材により、生徒が実感
を伴う学習ができ、生徒のデジタルリテラシーの向上及びデジタル人材の
育成に深く寄与することができた。

24 ICT支援員配置事業 学校教育課

GIGAスクール構想の実現に
向け、ICT技術を有した人材
を小中学校に配置し、新し
い生活様式に対応したオン
ライン授業や日常的なICT活
用の支援環境を整備

学校のICT活用を支援するた
めICT支援員を配置

3,058,000 3,000,000

・配置人数
　　３人

・配置期間
　　令和４年１月から

・GIGAスクール構想の実現のため、ICT技術を有した人材を学校に配置する
ことにより、オンライン授業や日常的なICT活用を支援する環境を整備でき
た。

・学級閉鎖等が相次ぐ中でも、タブレット端末を活用してオンラインでの
朝の会や帰りの会を実施し、授業支援ソフトや学習支援ソフト等を活用し
ながら緊急時にも学びを止めない環境を整備することができた。

25 子育て応援給付金事業 子ども若者支援課

コロナ禍で影響を受けた子
育て世帯の中でも、国の臨
時特別給付金の対象となら
ない世帯を支援

国の令和３年度子育て世帯
への臨時特別給付金制度の
対象から外れている世帯に
対し、児童1人当たり10万円
を給付

108,482,802 100,201,333

・給付金額
　　108,400,000円

・対象児童数
　　1,084人

・国の子育て世帯への臨時特別給付金が所得制限により対象外となった者
に対して給付金を支給したことで、コロナ禍で家計に影響を受けた子育て
世帯を広く支援することができた。

・経済活動の落ち込みに対し、給付金の支給により、一定の消費を喚起す
ることができた。

26 施設園芸緊急支援交付金 農業振興課

コロナ禍で影響を受けてい
る施設園芸農家に対し、重
油及び灯油（以降「燃
油」）価格高騰分の購入費
を補助

燃油の基準額を超えた額の
1/2を補助

1,102,900 1,102,900

・交付件数
　　14件

・対象期間
　　令和３年10月から令和４年３月

・燃油価格の高騰や新型コロナウイルス感染症の影響を受けている施設園
芸農家に対して、園芸用施設の加温設備の運転に要する重油及び灯油の購
入に対し交付金を交付することにより、農業経営の資金繰り支援を行うこ
とができた。

・利用農家
　　14件/20件
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